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　Abstract :　1. The study was conducted about the effect and the interaction that was given the

growth in Sugi seedlings under the conditions which were in combination with three kinds of factors:

light intensity, fertilized nitrogen concentration and fertilized potassium concentration, and about the

interaction caused by the change of two of the fertilized components :　two components are nitrogen

and potassium.

　2. The elongation of main axis. The action and the ｅ斤ectivelimits of light intensity : very strong,

15～50 % ; fertilized nitrogen concentration : strong, 10～50 ppm ； fertilized potassium concentration :

week, 10～60 ppm.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒

　3. The increase of dry matter. Very strong, 25～40 % ; strong, 10～50 ppm ； week. 4⌒じ60ppm.

　4. The development of branching. Very strong,　20～40 % ; week, 10～50 ppm ； strong, 4～６０

ppm.　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　5. T-R rate. Strong, 10～80 % : week, 3～９６ppm ； weeki 4～130 ppm.

　6.　The withering rate in Sugi seedlings. The effect and the low withering rate of light intensity :

strong, 10～40％；Stｒong 3～50 ppm ； week, 4～60 ppm.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言

　スギ稚苗における･日照と施用窒素濃度と施用カリ濃度の中，１成分濃度の変化による相互作用に

ついての報告に引続いて，２成分濃度の変化による相互作用について実験により検討したのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　方　法●

　1970年度実験　供試材料はスギ稚苗で種子産地め詳細は次のとおりである。産地名はヤナセス

ギ，採取場所は高知県土佐山田町関西林木育種場四国文場，採取年月日は1969年10月６日，母樹は

ヤナセ千本山H3い樹令185年,ヤナセスギをさし木した７年生母樹，４月28日研究室内南面窓側机上

に並べたプラスチック製皿状容器（32×25×4 cm)内に川砂を入れ，井戸水で浸した砂土に播種し

たｄガラス室内に５万分の１のワグナーポットを272ポット用意し，それぞれのポットの下部5 cm

の深さに川欄，その上部に15 cm の深さに川砂を入れた。６月２日に１ポット６本のスギ稚苗を移
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植し，乾燥を防ぐためカンレイシャで畢い池水し，子葉展阻し,活着してから取除いた。試験設計は

４種類の日照度と16種類の培養区を設け，これを組合わせた６各培養区には４ポットを用意し，

４回繰返しとした。日照度は４種類に分け, A, B,・Ｃ，則と表示し，培養区における培養液は

ＫＮＯＰ改良液の10倍稀釈液を用い，これに含まれるN, K2Oの各濃度を標準とし, N, K2Oの

各濃度のi, 1, 4, 8倍の４種類の培養波を作成した。･表示は‥1り66年度実験に示したとおり，窒素

濃度はNi, N, Ｎ４，Ｎ８，カリ濃度はKi, K, K,, Kbとする。各培養区の培養液の組成は

Tabe 1 1> 実験区の各日照度はTable 1－2，各培養区配置は･Table i－3 のとおりである。培

養方法は砂耕法によった。７月１日日照度試験を始め,寸月３白培養液施用を始めた。毎週２回（火

・金曜日）１ポットあて200 m1 の培養液を施用したが，Ｄ日照度培養区は稚苗の枯死率が高いの

で８月中は火曜日に培養液，金曜日に潅水のみをし他の日にも乾燥を防ぐだめ溜水した。７月３

日より10月30日までA, B, C日照度区で36回，Ｄ日照度区で36回施用した。10月31日より稚苗の

掘取りを始め，同時に生重を秤量し，11月５日に終り，掘取り後，風乾し，Ｈ月20～23日に風乾重

を秤量した。

　　　　　　　　　　　　　Table 1-1. Culturesolutioncomposition
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　入

ＮＩＫ１ NK^ Ｎ４Ｋ圭 NsKi NiK NK N^K Ｎ８Ｋ’
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CNotes〕　Standard concenration = One-tenth diluent･ of Knop's reformed water culture

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Φ　　　　　　　　　d　　r　'　　　　1　　r　　　　d　　　　　　　　N: Ｎ standard concentration　　Ｋ : K2O standard concentration

　　　　　　　　ldrop:0.05 m1　　　　　　　　　　　　，
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Table 1－2.　Light intensity in each experimental plot of Sugi m 1970

へ　　Light intensity

　Changed nここふ｀‾‾‾丁‾へ

Ａ　　　

ヽ Ｂ“ Ｃ Ｄ

11

○jl

N4-(K4.-K-K4-K8)

Ｎ(Ｋ１･Ｋ･Ｋ４．･Ｋ８)

｀Ｎ４(Ｋ１･Ｋ･Ｋ４･Ｋ８)

Ｎ８(Ｋ士･Ｋ･Ｋ４･Ｋ８)

4.2～33.7 %

mean 19.0 %

10.5～44.2 %

mean 27.4 96

31.6～52.6 %

mean 42.1 %

73.7～81.1 %

mean 77.4 %

１

　ぴ1
1

p･，

K4-(Nx-N-N4･Ｎ８)

5.7～27. 4 96

mean 16.6 %

14.7～44.2 %

mean 29.5 %

42.1～52.6 %

, mean 47.4 %

73.7～82.1 %

mean 77.9 %

K(Ni.-N-N4･Ｎ８)
5.1～30. 1 %

mean. 17.6 %

12.6～35.8 %

mean 24.2 %

33.7～48.1 %

mean 40.9 96

76.8～77.9 %

mean 77.4 %

K4(N4-･Ｎ･Ｎ４．‘Ｎ８)
5.1～33.1 %

mean 19.1 96

14.7～35.8 %

mean 25.3 96

31.6～45.3 96

mean 38.5 %

75.8～82.1 %

mean 79.0 %

Ｋ８(Ｎｌ ･N ･．Ｎ４･Ｎ８)
4.2～18.9 %

mean･11.6 %

10.5～31･.6％

mean 21.1 %

31.6～42.1 96

mean 36.9 96

73.7～75.8 %

mesln 74.8 %

〔Notes〕External light intensity of glass house, 94>000～96,000】ux, meam 95,000 lux （100％）

　　　　　Date of measurement : 13～14 0’ｃ!ock Augut 3 in 1970, clear day

Table. 1―3. Arrangement of ｅａとhculture･ solution plot in 1970

　　A

　light

intensity

Ki　Ni

Ki　Ｎ

Ki　Ｎ４／

Ki　Ｎ８

Ｋ　N +

Ｋ　Ｎ

Ｋ　Ｎ４

Ｋ　Ｎ８

Ｋ４　Ｎ１ ’

Ｋ４　Ｎ

Ｋ４　Ｎ４，

Ｋ４　Ｎ８

Ｋ８　Ni

Ｋ８　Ｎ

Ｋ８　Ｎ４

Ｋ８　Ｎ８ ・

　’B

　light

intensity

Ｋ士　Ｎ士

Ｋ１・Ｎ

Ki　Ｎ４

Ki　Ｎ８，

Ｋ‘　Ｎ士

Ｋ　Ｎ

Ｋ　Ｎ４

Ｋ　Ｎ８

Ｋ４　Ni

Ｋ４　Ｎ

Ｋ４　Ｎ４

Ｋ４　Ｎ８

　Ｋ８　Ｎ１･

・Ｋ８　Ｎ

　Ｋ８　Ｎ４

　Ｋ８　Ｋ３

　　　C

　　li･ght

‘intensity

Ki　Ni

Kl　Ｎ

Ki　Ｎ４

ＫＩ　Ｋ８

Ｋ　N +

Ｋ　Ｎ

Ｋ　Ｎ４

Ｋ　Ｎ８

‘Ｋ４　Ｎ士

Ｋ４　Ｎ

Ｋ４　Ｎ４

Ｋ４　Ｎ８

Ｋ８　Ｎ士

Ｋ８　Ｎ

Ｋ８　Ｎ４

Ｋ８　Ｎ８

　　D

　light

intensity

Ki　Ni

Ki　Ｎ

Ki　Ｎ４

Ki　Ｎ８

　Ｋ　Ｎ１

‘･K N

　Ｋ　Ｎ４

　Ｋ　Ｎ８

K4 Nx

Ｋ４　Ｎ

Ｋ４　Ｎ４

Ｋ４　Ｎ８

　Ｋ８　Ni

　Ｋ８　Ｎ

ヽＫ８　Ｎ４

　Ｋ８　Ｎ８
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　1971年度実験　供試材料はスギ稚苗で種子産地の詳細は次の辿おりであ^る。産地名はヤナセス

ギ，採取場所はヤナセ国有林，採取年月日は1969年10月,‘母樹林令は約180年。実験方法は1970年

度実験と同じである。４月30日に研究室内のプラスチック製皿状容器の砂上に播種し，ガラス室内

に５万分の１のワグナーポット272ポットを用意し，6,月1｀～ｙ日に１ポットあて６本のスギ稚苗を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｓ　　ｌ　ｊ
移植した。試験設計も同じである。各培養区の培養液の組成はTable 1-1,実験区の各日照度は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？　　　　　゛　　　　j　　　　　　　　　　　　　ITable 1¬4，各培養区配置はTable 1－5 のとおりである６．培養方法は砂耕法によった9　6月23

日より日照処理,６月28日より培養液施用を始めた。毎週ｦ1回゛（月曜臼）１ポットあて200 ml の培

養液を施用した。Ｄ日照度培養区は乾燥するので７月12日より８月９日まで培養液施用を中止し，

潜水のみ施用した。　６月28日より11月11日までＡ日照度区で20肱　Ｄ日照度区で15回培養液を施用

した。11月11日より掘取りを始め10日間で終り，掘取り,後風瑞して，12月17～23日に風乾重を秤量

した。　。

Table 1-4. Light intensity in each experimental p!ot of Sugi in 1971

へ､､_　　Light intensity

　Changed nutrここ‾‾｀ぺ
Ａ　　、　＼ Ｄ

Ｅ

．Ξ
　Ｓ
　酉

　○μ

Ｋ１(Ｎ１‘ＮＩＮ４'Ｎ８)

Ｋ(Ｎ１°N-N4･Ｎ８)

K4(Ni-N-N4-N3)

Ｋ８(Ｎｌ゛Ｎ'Ｎ４‘Ｎ８)

●　　　　　　　　ミ　●●　　・

　　　　2.5～25/8 96'

　　　　mean　14.2 %

66.7～85.0 %

mean　75.9 %

　ロ
　む
　切｛

　尼

Ｎｌ(Ｋ１゛Ｋ゛Ｋ４･Ｋ８)
17～25. 8 %

mean　14.3 %

66.7～85.0 %

mean　75.9 %

Ｎ（Ｋ１･Ｋ･Ｋ４･Ks)
2.7～25.8･％

mean　14. 3 .96

66.7～85.0 %

mean　75.9 96

N4(K･i.-K-K4-Ks)
2.5～25. 8 %

mean　14. 2 96‘

66.7～85. 0 96

mean　75.9 %

Ｎ８(ＫｙＫ゛Ｋ４･Ｋ８)
2.5～J5.8％

mean　14. 2 96　　、

66.7～85.0 %

mean　75.9 %

〔Notes〕External light intensity of glass house, 120,000 Jux (100?^).

　　　　　Date of measurement : 13.00～13.30 o'clock August 11 in 1971, clear day

　　　　　　　　Table 1-5. Arrangement of each culture solution plot in 1971

　　A

　light

intensity

Ｎ士　Ki

Ni　Ｋ

Ni　Ｋ４

Nl　Ｋ８

Ｎ　Ｋ士

Ｎ　Ｋ

Ｎ　Ｋ４

Ｎ　Ｋ８　｀’

N4-　Kx

Ｎ４　Ｋ．，

Ｎ４　Ｋ４

N4 Ks

Ｎ８　Ki

Ｎ８　Ｋ

Ｎ８　Ｋ４

Ｎ８　Ｋ８

　　D

　light

intensity

Ni　Ki

Ni　Ｋ

Ni　Ｋ４

Ｎ士　K8

Ｎ剛Ｆ，

Ｎ　Ｋ　’｀

Ｎ　Ｋ４

Ｎ　Ｋ８

　Ｎ４　Ｋ士

　Ｎ４　Ｋ

　’Ｎ４　Ｋ４

’Ｎ４　Ｋ８

Ｎ８　ＫＩ

Ｎ８　K

Ｎ８　Ｋ４

Ｎ８　Ｋ８
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　　　　　　　　　　　　　　　　　結果および考察　　　　　　　　　　　　　”

１．稚苗主軸伸長との関係

　1）稚苗主軸伸長と日照度との関係

　1970, 1971年の２か年の実験結果によれば｡施用窒索濃度3～96 ppm の範囲において，日照度

が高くなるのに対し，主軸長の分布はFig. 2-1のように日照度15～50％を最高とする曲線で示

される。次に施用カリ濃度4～130 ppm の範囲において，日照度が高くなるのに対し，主軸長の分

布はFig. 2-2のように日照度15･ｙ50％を最高とする曲線で示される。,以上より両施用濃度にお

ける有効日照範囲は15～50％と考えられ，日照の作用は著しく強いことが認みられる。

　2）・稚苗主軸伸長と施用窒素濃度と施用カリ濃度との関係

　1970,｡1971年の２か年の実験結果によれば，施用窒素濃度が高くなるのに対し，主軸長の分布は

Fig. 2－3 のように日照度14～77％の範囲において，日照度14～42％，施用窒素濃度10～50 ppm

に最高の主軸長がえられる曲線となり，日照度76～77％では施用窒素濃度の効果はほとんど認めら

れない。次に，施用カリ濃度が高くなるのに対し，主軸長の分布はFig. 2-4のように日照度14

～77％の範囲において，日照度14～4.1％，施用カリ濃度10～60 ppm に最高の主軸長がえられる曲

線となり，日照度75～77％では施用カリ濃度の効果はほとんど認められない。以上より，日照度14

～77％の範囲において，有効施用窒素濃度は10～50 ppm, 有効施用カリ濃度は10～６０ ppm と考え

られ，施用窒素による作用は強く，施用カリによる作用は弱い傾向かあることが認められる。
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g. 2-1. The correlation between light

intensity･, fertilized nitrogen concentra･

tion> and length of main axis in Sugi

seedlings. The experiment in ･1970, 1971.
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Fig. 2-3. The correlation between fertili･

　zed nitrogen concentration and length of

　main axis in Sugi seedlings.　The experi-

　ment in 1970, 1971.
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　periment･ in 1970, 1971.
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　２．稚苗風乾重との関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　1）稚苗風乾重と日照度との関係　　　　　　　　‘

　　1970. 1971年の２か年の実験結果によれば，施用窒素濃度3～96 ppmの範囲において，日照度

　が高くなるのに対じ，風鵬重の分布はFig. 2-5のように日照度25ぺ40％を最高とする曲線で示

　される。次に施用カリ濃度4,～130 ppm の範囲において，日耶度が高くなるのに対し，風乾重の分

　希はFig. 2-6のように日照度25～40％を最高とする曲線亡示,される。以上より，両施用濃度に

　おける有効目照度は25～40％と考えられ，日照の作用は著し‥く強いことが認められる。

　　2）稚苗風乾重と施用窒索濃度と施用カリ濃度との関係

　　1970, 1971年の２か年の実験結果によれば，施用窒素濃度か高くなるのに対し，風乾重の分布は

　Fig. 2－7のよう･に日照度14～77％の範囲において。日照度卵～40％，施用垂素濃度10～５０ ppm

－に最高の風乾重がえられる曲線となり，日照度14～19％，76～77％では施用窒素濃度の効果はほと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　･｡¶3●
･

■
　んど認められない。次に施用カリ濃度か高くなるのに対し，風乾重の分布はFig.卜8のように，

　日照度14～77％の範囲において，日照度25～40％で施珀カリ濃度が高くなるとともに小さくなる傾

　向かあり，日照度14～i(,96, 75～77％では施用カリ濃度の効果はほとんど認められない。以上よ

　り，目照度14～77％の範囲において，施用窒素の場合は日照度27～iO96,施用窒素濃度10～５０ ppm

　において最高の風乾重をえられ，施用窒素濃度の作用は強く,゛施用カリの場合は日照度25～40％に

　おいて，施用カリ濃度か高くなるとともに小さくなる傾向があり，施用カリ濃度の作用は弱く，施

　用窒素と施用カリの作用が相反する傾向かあると考えられ，日照度14～W6, 75～77％では両施用

　濃度とも風乾量に与える作用かほとんどないことが認められる。
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　３ｊ稚苗分枝発現率との関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入

　　1）雀苗分枝発現率と日照度との関係

　　1970, 1971年の２か年の実験結果によれば，施用窒素濃度3～96 ppm の範囲において，日照度

　が高くなるのに対し，分枝発現率の分布はFig. 2-9のように日照度20～40％を最高とする曲線

　で示される。次に，施用カリ濃度4～130 ppm の範囲において，日照度が高くなるのに対し，風乾

，重の分布はFig. 2¬10のように日照度20～40多を最高とする曲線で示される。したがって両施用

　濃度における有効日照度は20～40％と考えられ，日照度の作用が著しく強いことが認められる。

　　･2）稚苗分枝発現率と施用窒素濃度と施用カリ濃度との関係

　　1970, 1971年の２か年の実験結果にょれば，施用窒素濃度が高くなるのに対七，分枝発現率の分

・布はFig. 2-11のよう’に日照度14～77％の範囲において日照度27～4り％，施用窒素濃度10～50

　PPmに最高分枝発現率をえられる曲線となり，日照度14～19％，同76～77％では施用窒素濃度の

　効果はほとんど認められず，施用窒素濃度の作用は日照度27～49％の範囲叱おいて効果があり，そ

　の作用も弱いことが認められる。次に，施用カリ濃度が高くなるのに対し，分枝発現率の分布は

　Fig. 2-12 のように日照度14－77％の範囲において日照度･25～41％では施用濃床か高くなるとと

　もに分枝発現率が小さくなることが認められ，日照度14～16％，同75～77％では効果がほとんど認

　められず，施用カリ濃度の作用は日照度25～41石の範囲において効果があり，その作用も弱い,こと

か認められる。　　　　　　　　　　　　　，
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Fig. 2-9. The correlation between light

　intensity,　fertilized nitrogen concentra･

　tion, and rate of branching in Sugi seedl･

　ings. The experiment in 1970, 1971.
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Fig. 2-11, The correlation between fertili-

　zed nitrogen concentration and rate of
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　merit in 1970, 1971.
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Fig. 2-10. The correlation between light

　intensity, fertilized potassium concentra･

　tion and rate of branching ｉｎ･Sugi seedl-

　ings. The expeiment in 1970, 1971.
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Fig. 2-12. The correlation between fertili-

　zed potassium concentration and rate of

　branching in Sugi seedlings.　The experi･

　merit in 1970, 1971.

４．稚苗Ｔ一Ｒ率との関係

　1）稚苗Ｔ－Ｒ率と日照度との関係

　1970, 1971年の２か年の実験結果によれば，施用窒素濃度3～９６ ppm の範囲において，日照度

が高くなるのに対し, T-R率の分布.はFig. 2-13のように日照度10～4Q％の範囲では小さくな
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り，Ｔ－Ｒ率4.0～3.0となり，日照度40％以上はＴ－Ｒ率3,0を保持する傾向がある。次に施用カ

リ濃度4～130 ppm の範囲において，日照度が高くなる9:）頻対し, T-R率の分布はFig. 2-14

のように施用窒素濃度の場合と同様に，日照度10~･40％の範囲では小さくなり，Ｔ-ｊＲ率4.0～3.0

となり，日照度40％以上はＴ－Ｒ率3.0を保持する傾向がある。したがって，両施用濃度における

有効日照度範囲は10～80％と考えられ，日照度の作用は強いことか認められる。

　2）稚苗Ｔ－Ｒ率と施用窒素濃度と施用カリ濃度とめ関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　｡｡　ぐ1　　　　　　●　1970, 1971年の2.か年の実験結果によれば，施用窒素濃度が高くなるのに対し，稚苗Ｔ一良率の

分布はFig. 2-15　のように日照度14～77％の範囲において，日照度19～27％の範囲にＴ－Ｒ率

3.5～4.0を,えられ，日照度14～19％，同42～77％の範囲迦Ｔ－Ｒ率2.5～3.jをえられ，日照度19～

27％の範囲では地上部の生育が地下部より大きくなる傾向が認められる。次に，施用カリ濃度か高

くなるのに対し，稚苗Ｔ－Ｒ率の分布はFig. 2-16のように日照度14～77％の範囲において日照

度16～25％の範囲にＴ－Ｒ率3.5～4.0をえられ，日肩摩14～16％，同41～77％の範囲にＴ－Ｒ率

2.5～3.5をえられ，日照度16～25％の範囲では地上部の生育か地下部より大きくなる傾向が認めら

れる。したがって，両施用濃度とも日照度16－27％の範囲でＴ－Ｒ率3.5～4.0をえられ，日照度14

～16％，同41～77％の範囲でＴ－Ｒ率2パ5～3.5をえられに1日照度を調節することにより／良苗をえ

られることが認められ，両施用濃度とも作用か弱いことが認められる。Ｉ
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Fig. 2-14. The correlation between light
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　tion, and Ｔ一良rate in Sugi seedlings. The

　experiment in 1970, 1971.
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.　　　　　　Light intensity

Fig. 2-13. The correlation between light

　intensity.　fertilized nitrogen concentra-

　tion and T-R rate in Sugi seedlings. The

　experiment in 1970, 1971.

　　　　Fertilized nitrogen concentrat!on

Fig. 2-15. The concentration between fer-

　tilized nitrogen concentration and T-R

　rate in Sugi seedlings.　The experiment

　in 1970,　1971.

５。稚苗枯死率との関係

　Ｄ　稚苗枯死率と日照度との関係　　　　　　　”

　1970に1971年の２か年の実験結果によれば，施用窒素誼岸3～96 ppm の範囲において，日照度
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が高くなるのに対し，稚苗枯死率の分布はＦｉｇい2-17のように，施用窒素濃度の濃度の増加とと

もに枯死率が正比例して著しく大きくなり，しかも日照度の高さとともに正比例して大きくなり，

窒素による効果が著しいことが認められる。次に，施用カリ濃度4～130 ppmの範囲において,一日

照度が高くなるのに対し稚苗枯死率の分布はFig. 2-18のように施用カリ濃度の濃度の増加と

ともに枯死率がわずかに正比例して大きくなり，しか気，日照度の高さとともに正比例して大きく

なり，カリによる効果があることが認められる。したがって，両施用濃度における稚苗枯死率は施

用濃度と日照度の両方に正比例して大きくなる傾向かおり，日照度の作用が強いことが認められ

る。

　2）稚苗枯死率と施用窒素濃度‘と施用カリ濃度との関係

　1970, 1971年の２か年の実験結果によれば，施用窒素濃度が高くなるのに対し稚苗枯死率の分

布はFig. 2-19のように，日熊度14～!9％，27～il%, 75～77％の３段階に分れて，施用窒素濃

度の高くなるのに正比例して，大きくなる傾向があり，窒素濃度の作用が強いことが認められる。

次に，施用カリ濃度が高くなるのに対し，稚苗枯死率の分布はFig-. 2-20のように，日照度14～

16％，25～i＼%, 75～77％の３段階に分れて，施用カリ濃度の高くなるのに正比例して，わずかに

大きくなる傾向かおるが，カリ作用は弱いことが認められる。したがって，両施用濃度とも，日照

度による差とともに，正比例して，稚苗枯死率が大きく,なることが認められる。’
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　括

本研究－Ｉ，ｎの結果をまとめると次のとおりである９！　　　入

　　　　　　　　　スギ稚苗における日照と施用窒素濃度と施用ガリ濃度との関係

へ反応別
　＼･二

　　＼、　理
｀ゲ

作　用　の　強　弱 スギ稚苗生育に対する有効嘱囲
備

考

日

照

　施
¨用
　窒
　素
　濃
　度

§t

ヵ

｜

日　･．

照

こ施＼

．

雲･

：訃

、「度

施
用

'カ
リ

濃
度，

主　軸　伸　長 著しく強 強 弱

　　　％

５り･50，

　- ppm

｀3～96

乳　ｙ　　・

　　　ppm－4～130
有効範囲における反応
を示す。

乾　物　生，産 著しく強 強 弱 ，10～60べ 3～96 4～130 同　　上　゛

分｀枝　発　現 著しく強 弱 強(弱) 10～60 ‘･3～96 4～130 同　　上

T-R　　　率 強 弱 弱 　　　k　￥10～80’ 3～96 4～130
Ｔ－Ｒ率範囲
　2.0～3.5

葉内窒素含有率

　葉内力･ﾘ含有率
　　(窒素施用区)・

　葉内窒素含有率

　葉内カリ含有率
　　(カリ施用区)

弱

弱

弱

弱

強

弱

一

一

一

一

弱

強

10～60

10～60

10～60

10～60

　3～96

・3～96

　　－

　　－

r　　　＝

　　　　－

　　4～130

　　4～130

葉内窒素含有率

　1.00～2.53％

葉内カリ含有率

・　0.66～1.10％

葉内窒素含有率

　1.25～2.29％

葉内カリ含有率

　0.75～1.58％

葉内窒素含有率

　葉内力･ﾘ含有率
　　(窒素施用区)・

　葉内窒素含有率

　葉内カリ含有率
　　(カリ施用区)

弱

弱

弱

弱

強

弱

一

一

一

一

弱

強

10～60

10～60

10～60

10～60

　3～96

・3～96

　　－

　　－

r　　　＝

　　　　－

　　4～130

　　4～130

葉内窒素含有率

　1.00～2.53％

葉内カリ含有率

・　0.66～1.10％

葉内窒素含有率

　1.25～2.29％

葉内カリ含有率

　0.75～1.58％

％岫は好 弱 強 - 10～60 3 796 -
葉内Ｎ－Ｋ率範囲
　1.26～3.30

悶4はけ 弱 - 強， 10～60｀ - 4～130
葉内Ｎ－Ｋ率範囲
　0.82～2.66

枯　　死　　率 強 強 弱 4～50 3～50 4～65 枯死率低率範囲を示す
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